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研究要旨 
 健診センター･人間ドック施設（以下健診施設）における HIV 検査･梅毒検査の試
行を検討した。方法は、健診施設の協力を募り、検査案内の方法・検査提供方法・
結果返却方法については健診施設と十分に協議を重ねることでその健診施設の現
状にあった実施方法を選択することとした。 
今年度は沖縄県那覇市の健診施設から協力の申し出があり、検査提供実施に向け

て準備を行った。様々な検討を経て準備はほとんど整ったものの、陰性結果通知方
法の準備や、健診施設の他の業務との兼ね合いから、予定していた年度内の検査提
供開始は見送らざるをえなかった。次年度の早い時期から検査提供を開始する予定
である。 
 

Ａ.研究目的 
昨年度我々は全国の 1,784 ヶ所の健診施設

を対象にアンケート調査を行い、459 施設
(25.7%)の回答から、140 施設(30.5%)で HIV 検
査が提供されており、その受検割合は
0.16%(健診利用者2,912,933名中HIV検査受検
者 4,536 名)で有ることを明らかにした。一方、
国は平成30年7月13日発出の健発０７１３第
１号により特定感染症検査等事業実施要綱の
改正を、同２号により「職域健診ＨＩＶ・性感
染症検査モデル事業について」を通知し、いわ
ゆる「エイズ対策における重点都道府県等」
（平成２５年１月２９日付健疾発０１２９第
１号「重点的に連絡調整すべき都道府県等の選
定について」における選定団体）に対し、職域
健診 におけるＨＩＶ・性感染症検査モデル事
業の実施を促した。 

しかし、自治体では前年度に次年度の予算を
確保する手続きを行うため、年度途中に改正通
知された本モデル事業を実施できる予算を確
保出来ている自治体は無く、本モデル事業の実
施はどこのエイズ対策における重点都道府県
等でも難しかった。 

そこで、当研究班が研究の枠組みでＨＩＶ・
性感染症検査(モデル)事業を試行し、次年度以

降、自治体の予算が確保出来た段階で自治体が
実施主体として行うモデル事業に、順次切り替
えていく事として、本研究を実施した。 
 

Ｂ.研究方法 
当初、昨年の国内の健診施設向けアンケート
調査の回答から把握した HIV 検査をすでに提
供している施設に対し個別に接触し、研究へ
の参加を依頼していたが、なかなか協力施設
が得られなかった。そこで、自身のネットワ
ークを頼り協力施設を探したところ、沖縄県
那覇市の健診施設から協力の検討が可能との
返事を頂き、研究班と健診施設とで実施に向
けての検討を開始した。 
（倫理面への配慮） 
 本研究は地方独立行政法人 大阪健康安全基
盤研究所 倫理審査委員会の承認を得て実施し
た（申請番号：1802-077、0810-05-4）。 
 
Ｃ.研究結果 
1.健診施設について 
 今回、研究協力の申し出が有ったのは「一般
社団法人 那覇市医師会生活習慣病検診セン
ター（沖縄県那覇市東町 26 番地 1 号）」
（https://www.nma-kensin.jp/）である。 
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2.HIV 検査提供状況について 
 那覇市医師会生活習慣病検診センターでは
これまで、HIV 検査をオプション検査の項目に
掲載するなど、健診利用者が自発的に HIV 検査
を受けられるようにはしていなかった。しかし、
競技者同士の接触による観血的なケガが予想
される様なスポーツ大会の参加者の検査等、依
頼を受けて HIV 検査を行ったことはこれまで
にも経験があり、HIV 検査の実施自体には、そ
れほどハードルは高くなかったことが考えら
れた。 
 
3.HIV 検査の案内について 
HIV 検査の案内用の資材が、HIV･エイズの最
新知識提供の非常に良い機会になるという、
我々の考えに共感頂き、研究班で作成中の啓発
資材を用いてもらえる予定である（詳細は分担
研究: 健診センターに於ける HIV･梅毒検査案
内を用いた HIV 知識習得に関する研究、を参照
されたい）。また、その啓発資材の使用に先立
ち、HIV･エイズに関する知識の保有状況を調査
する目的で、健診利用者に対しアンケート調査
を実施した（詳細は分担研究: 健診センター・
人間ドック施設における健診機会を利用した
HIV 知識習得の有効性の推定、を参照された
い）。 
 
4.提供する HIV 検査･梅毒検査の内容について 
 ･HIV 検査について 
 健診施設で提供する HV 検査に関しては、大
きく分けて２つの案がある。一つは、スクリー
ニング検査と確認検査の両方をトータルで提
供する案で、もう一つがスクリーニング検査の
みを提供する案である。 

前者の場合、 
・HIV 陽性者を 1施設で正確に判定し、エイズ
治療拠点病院に高い確率でつなぐ事が可能で
あること、 
・スクリーニング検査陽性者は別の施設へ確認
検査を受けに行く必要性が無いこと、 
・スクリーニング検査で偽陽性になる多くの
HIV 陰性者に対し、無用な心配をしなくても良
いようにすること、 
が可能であるだけでなく、対応する健診施設側
の労力も削減することが可能になるなど４つ
の大きなメリットがある。その一方で、多くの
利用者の対応を限られた時間の中で実施して
いる健診施設に、普段経験の少ない HIV 陽性の
告知という、専門的なスキルと時間が要求され
る事柄の実施を新たに負担・実施いただかなけ

れならなくなるというデメリットも大きい。 
 後者の場合、健診施設はスクリーニング検査
のみを実施するため、検査時の負担も最小限で
あり、結果返しについても郵便で行える等、健
診施設側のメリットは非常に大きい。一方で利
用者にとっては、スクリーニング検査陽性であ
った場合、別の確認検査実施施設へ行かなけれ
ばならなくなるなど、追加で手間と時間がかか
ることになり、その後に適正な医療を受ける人
の割合が下がってしまうことが危惧される。 
 そこで上記のメリットとデメリットを総合
的に判断し、且つ健診施設の実情に照らした結
果、今回、那覇市医師会生活習慣病検診センタ
ーでは、HIV スクリーニング検査のみを提供す
ることなった。さらに、那覇市保健所の総合的
な協力が得られたことから、スクリーニング検
査で陽性となった場合には、那覇市保健所の受
診を勧め、保健所においてカウンセリング、確
認検査と、確認検査で陽性が確認された後のエ
イズ診療拠点病院への紹介を受けられる体制
が整った。 
 ･梅毒検査について 
 健診施設で提供する梅毒検査に関しても、大
きく分けて２つの案がある。一つは、STS 検査
と TP 特異的検査の両方を提供する案で、もう
一つが TP 特異的検査のみを提供する案である。
（STS 検査単独での提供は、生物学的偽陽性の
存在などを考慮し、実施方法の検討から除外し
た。） 
前者の場合、検査結果から梅毒の治療が必要

な患者かどうかが判断でき、診療所等梅毒治療
を行っている医療機関を紹介することが可能
であり、利用者にとっても治療までスムーズに
移行できることはメリットが大きいと思われ
る。 
後者の場合は、 TP 抗体検査は既感染でも陽

性となる場合が多く、利用者の現在の感染を正
確に判定するには、追加で SRS 検査と TP 特異
検査の定量検査を実施する必要がある。既感染
の対応については、現在は梅毒の流行期である
ため、TP 抗体陽性者は積極的に感染の有無を
精査し、感染者の早期発見･早期治療が必要で
あるため、医療機関において梅毒治療後のフォ
ローアップを受けている人以外のすべての TP
陽性者を医療機関に紹介することとした。（こ
の対応方法を実施している自治体も見られる。
例:大阪府） 
両案ともに利用者が梅毒検査陽性であった場
合、梅毒の治療に精通した診療所等医療機関を
紹介する必要があり、そのために事前に近隣の
医療機関の把握が重要であったが、今回、那覇
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市保健所の総合的な協力が得られたことから、
TP 抗体が陽性になった場合には、那覇市保健
所の受診を勧め、保健所においてカウンセリン
グと、梅毒の治療に精通した診療所等医療機関
へ紹介を受けられる体制が整った。 

 
5.結果返却の方法について 
 那覇市医師会生活習慣病検診センターとの
協議では、当初、受検者数はそれ程は多くはな
らないであろうという見込みと、HIV 検査結果
は高度にプライバシー保護の必要性がある情
報であるという配慮から、受検者の検査結果は
全て対面で返却する方針が示されていた。 
 しかし、その後の医師会での検討の結果、健
診のみの利用者と予約を分けることが難しく、
双方の待ち時間が長くなってしまう懸念と、
HIV･梅毒検査利用者がいつ検査結果を聞きに
来るかが分らず、本人確認と検査結果の照合の
ミスがでる懸念が浮かび上がった。そこで、
様々な検討を行い、最終的には検査結果が両方
とも陰性の利用者には、圧着ハガキを用いて
「親展」で検査結果を郵送し、結果が一つでも
陽性になった利用者には、電話連絡等により検
診センターへの受診を促し、対面で結果のお知
らせを行う事とした。 
（検査の結果は法令上で規定された「親書」に
あたるため、一般親書事業の認可を受けている
日本郵便株式会社のみでしか配達できず、宅配
便事業者が実施している「コンビニ留め」とい
った個人がいつでも確実に受け取れるような
サービスは、現状では利用できない。） 
 
6.検査提供開始時期について 
 那覇市医師会生活習慣病検診センターにお
ける HIV･梅毒検査提供に関する検討は、年度
内には終了し、準備はほとんど整ったものの、
陰性結果通知方法の準備や、健診施設の他の業
務との兼ね合いから、予定していた年度内の検
査提供開始は見送らざるをえなかった。次年度
早々に開始できるよう、引き続き準備を行う。 
 
7.モデル事業との関連について 
 那覇市はモデル事業の実施委託先となりう
る「重点都道府県等」ではないが、重点都道府
県である沖縄県のエイズ対策担当者の協力も
得られており、令和２年からモデル事業を沖縄
県で開始できるよう、今後も連絡を密にして協
力していきたいと考えている。 
 
Ｄ.考察 

今回、協力を申し出てくれた健診施設は、こ

れまで HIV 検査をオプション検査として健診
利用者に提供している施設では無かった。しか
しながら、様々な課題を共有し、検討すること
で、実際に HIV･梅毒検査の実施にあと少しの
ところまでこぎ着けることが出来た。今回の検
討結果より、これまで HIV 検査を提供していな
い健診施設では、検査の結果お知らせの方法を
どのようにするか、ということが検査提供の導
入に向けたキーポイントだということが改め
て明らかとなった。従って、すでに HIV 検査を
健診利用者に提供している健診施設に対して
自治体から協力を要請した場合、協力の了承は
比較的得やすいのでは無いかと思われた。一方
で、今回具体的な協力健診施設が得られ、ゼロ
から実際に健診における HIV･梅毒検査を提供
する事が出来る様にまでこぎ着けられたこと
で、他の健診施設へ協力を呼びかけた場合に、
協力者が得やすくなる効果も期待でき、本研究
において非常に大きな成果となったと考える。 
 
Ｅ.結論 
 これまで HIV 検査･梅毒検査を健診利用者に
提供していなかった健診施設において、検査を
提供する直前までこぎ着けた。今後、他の健診
施設への波及効果が期待される。 
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子、石丸雄二、城所敏英、カエベタ亜矢、
川畑拓也、貞升健志、須藤弘二、加藤真吾、
大木幸子、今井光信、今村顕史、保健所・
検査所における HIV 検査・相談実施状況
および陽性率に関するアンケート調査、第
32 回日本エイズ学会学術集会、大阪、2018 

10. 土屋菜歩、佐野貴子、近藤真規子、堅多
敦子、石丸雄二、城所敏英、カエベタ亜矢、
川畑拓也、貞升健志、須藤弘二、加藤真吾、
大木幸子、今井光信、今村顕史、保健所・
検査所における梅毒検査実施状況および
陽性率に関するアンケート調査、第 32 回
日本エイズ学会学術集会、大阪、2018 

11. 齊藤孝子、松浦基夫、川畑拓也、森 治
代、小島洋子、HIV 急性感染における
HIVAg/Abの発光強度とHIV-1 RNA定量
の乖離について、第 32 回日本エイズ学会
学術集会、大阪、2018 
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12. 渡邊 大。TAF の安全性評価。第 92 回日
本感染症学会総会・学術講演会、2018 年 

13. 渡邊 大。薬剤耐性 HIV の臨床経験と抗
HIV 薬の薬物動態。第 32 回日本エイズ学
会学術集会、2018 年 

14. Hiroki Yagura, Dai Watanabe, Takao 
Nakauchi, Kosuke Tomishima, 
Yasuharu Nishida, Munehiro Yoshino, 
Kunio Yamazaki, Tomoko Uehira and 
Takuma Shirasaka. ASSOCIATION 
OF TENOFOVIR LEVEL AND 
DISCONTINUATION DUE TO 
IMPAIRED RENAL FUNCTION. HIV 
drug therapy Glasgow 2018. 

15. 伊熊素子、西田恭治、山本雄大、湯川理
己、来住知美、廣田和之、上地隆史、渡
邊大、上平朝子、白阪琢磨。血友病個別
化治療時代におけるアルブトレペノナ
コグアルファによる 4週間隔定期補充療
法の可能性。第 40 回日本血栓止血学会
学術集会、2018 年 

16. 中内崇夫、矢倉裕輝、来住知美、廣田和
之、伊熊素子、上地隆史、渡邊 大、西
田恭治、上平朝子、白阪琢磨。HIV 感染
者における高尿酸血症の関連因子に関
する検討。第 67 回日本感染症学会東日
本地方会学術集会、2018 年 

17. 廣田和之、上地隆史、北島平太、寺前晃
介、来住知美、伊熊素子、渡邊 大、西
田恭治、白阪琢磨、上平朝子。両側内因
性眼内炎で失明に至った糖尿病患者の
一例。第 67 回日本感染症学会東日本地
方会学術集会、2018 年 

18. 来住知美、渡邊 大、北島平太、寺前晃介、
廣田和之、伊熊素子、上地隆史、西田恭
治、上平朝子、三田英治、白阪琢磨。大
阪のエイズ診療ブロック拠点病院にお
ける A 型急性肝炎の流行。第 88 回日本
感染症学会西日本地方会学術集会、2018
年 

19. 廣田和之、山本雄大、渡邊 大、北島平太、
寺前晃介、来住知美、上地隆史、伊熊素
子、西田恭治、上平朝子、白阪琢磨。溶
血性貧血を契機に多中心性キャッスル
マン病と診断された HIV 感染者の一例。
第32回日本エイズ学会学術集会・総会、
2018 年 

20. 加藤賢嗣、吉原雄二郎、渡邊 大、福本真
司、和田恵子、安尾利彦、白阪琢磨、村
井俊哉。HIV 関連神経認知障害（HAND）
と脳構造。第 32 回日本エイズ学会学術
集会・総会、2018 年 

21. 上地隆史、渡邊 大、北島平太、寺前晃介、
来住知美、廣田和之、伊熊素子、西田恭
治、上平朝子、白阪琢磨。細胞性免疫能
が低下した HIV-1 感染者における LDH
とβ-D グルカンのニューモシスチス肺
炎の診断能評価。第 32 回日本エイズ学
会学術集会・総会、2018 年 

22. 来住知美、渡邊 大、北島平太、寺前晃介、
廣田和之、伊熊素子、上地隆史、西田恭
治、下司有加、松岡恭子、東 政美、中
濱智子、上平朝子、白阪琢磨。自発検査
で判明した新規 HIV 感染者の受検動機。
第32回日本エイズ学会学術集会・総会、
2018 年 

23. 横幕能行、今橋真弓、伊藤俊広、山本政
弘、岡 慎一、豊嶋崇徳、茂呂 寛、渡邉
珠代、渡邊 大、藤井輝久。エイズ診療
の拠点病院の診療機能評価と課題の検
討。第 32 回日本エイズ学会学術集会・
総会、2018 年 

24. 岡﨑玲子、蜂谷敦子、佐藤かおり、豊嶋
崇徳、佐々木悟、伊藤俊広、林田庸総、
岡 慎一、潟永博之、古賀道子、長島真
美、貞升健志、近藤真規子、椎野禎一郎、
須藤弘二、加藤真吾、谷口俊文、猪狩英
俊、寒川 整、石ヶ坪良明、吉野友祐、
太田康男、茂呂 寛、渡邉珠代、松田昌
和、重見 麗、岩谷靖雅、横幕能行、渡
邉 大、小島洋子、森 治代、藤井輝久、
高田清式、南 留美、山本政弘、松下修
三、健山正男、藤田次郎、杉浦 亙、吉
村和久、菊地正。国内新規 HIV/AIDS 診
断症例における薬剤耐性 HIV-1 の動向。
第32回日本エイズ学会学術集会・総会、
2018 年 

25. 渡邊 大、上平朝子、矢倉裕輝、冨島公介、
中内崇夫、北島平太、寺前晃介、来住知
美、廣田和之、伊熊素子、上地隆史、西
田恭治、白阪琢磨。TDF から TAF に変
更後の腎機能検査値の推移に対する併
用キードラッグの影響に関する検討。第
32 回日本エイズ学会学術集会・総会、
2018 年 

26. 上平朝子、渡邊 大、矢倉裕輝、冨島公介、
中内崇夫、北島平太、寺前晃介、来住知
美、廣田和之、伊熊素子、上地隆史、西
田恭治、白阪琢磨。当院の 2 剤レジメン
の現状。第 32 回日本エイズ学会学術集
会・総会、2018 年 

27. 冨島公介、中内崇夫、矢倉裕輝、北島平
太、寺前晃介、来住知美、廣田和之、伊
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熊素子、上地隆史、渡邊 大、西田恭治、
上平朝子、白阪琢磨。ラルテグラビル/
エトラビリン/ダルナビル/リトナビルレ
ジメンの長期投与症例についての検討。
第32回日本エイズ学会学術集会・総会、
2018 年 12 月 3 日、2018 年 

28. 寺前晃介、北島平太、来住知美、廣田和
之、伊熊素子、上地隆史、渡邊 大、西
田恭治、上平朝子、白阪琢磨。ST 合剤
で薬疹、ペンタミジンでアナフィラキシ
ー様症状を起こした難治性ニューモシ
スチス肺炎の一例。第 32 回日本エイズ
学会学術集会・総会、2018 年 

29. 山本雄大、伊熊素子、渡邊 大、湯川理己、
来住知美、廣田和之、上地隆史、西田恭
治、上平朝子、白阪琢磨。ニューモシス
チス肺炎に肺ノカルジア症を合併した
後天性免疫不全症候群の 1 例。第 32 回
日本エイズ学会学術集会・総会、2018
年 12 月 3 日、2018 年 

30. 北島平太、廣田和之、寺前晃介、来住知
美、伊熊素子、上地隆史、渡邊 大、西
田恭治、上平朝子、白阪琢磨。抗 HIV
療法後に肝臓及び脾臓の病変増悪を認
めた肺結核の一例。第 32 回日本エイズ
学会学術集会・総会、2018年 12月 3日、
2018 年 

 
Ｈ. 知的財産権の出願・登録状況 
 該当なし 


